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本
学
に
お
い
て
「
刑
事
訴
訟
法
」
に
関
す
る
講
義
が
は
じ
め
て
行
な
わ
れ
た
の
は
、
東
京
高
商
の
時
代
、
大
正
六
年
の
こ
と
で
あ

り
、
「
民
刑
訴
訟
法
及
裁
判
所
構
成
法
」
と
い
う
名
の
も
と
に
大
審
院
検
事
板
倉
松
太
郎
博
士
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
板
倉
博
士
は
、

す
で
に
明
治
四
三
年
に
「
刑
事
訴
訟
法
玄
義
」
を
、
そ
し
て
大
正
二
年
に
は
「
民
事
訴
訟
法
綱
要
」
を
著
し
て
お
り
、
手
続
法
の
担

当
者
と
し
て
適
任
で
あ
っ
た
。
翌
大
正
七
年
度
も
板
倉
博
士
が
講
義
を
担
当
し
た
が
、
同
八
年
度
に
は
大
審
院
検
事
林
頼
三
郎
氏
の

担
当
と
な
っ
て
い
る
。
林
氏
は
、
翌
大
正
九
年
に
法
学
博
士
と
な
り
、
後
に
検
事
総
長
、
大
審
院
長
、
司
法
大
臣
、
枢
密
顧
問
官
を

歴
任
し
、
さ
ら
に
中
央
大
学
学
長
お
よ
び
総
長
を
務
め
、
著
書
に
は
「
刑
事
訴
訟
法
要
義
」
（
大
正
二
年
以
降
分
冊
出
版
）
、
「
日

本
陪
審
法
義
解
」
（
大
正
一
五
年
）
な
ど
が
あ
り
、
実
務
家
と
し
て
有
数
の
刑
事
訴
訟
法
研
究
者
で
あ
っ
た
。

　
東
京
商
大
に
昇
格
後
、
大
正
九
年
度
か
ら
昭
和
八
年
度
ま
で
、
「
刑
事
訴
訟
法
」
は
、
科
目
名
か
ら
は
消
え
て
い
る
が
、
講
義
は

次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
大
正
九
年
度
か
ら
一
二
年
度
ま
で
は
「
民
事
訴
訟
法
及
裁
判
所
構
成
法
」
の
講
義
を

林
頼
三
郎
博
士
が
担
当
し
、
同
十
三
年
度
以
降
は
「
手
続
法
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、
昭
和
五
年
度
ま
で
は
板
倉
松
太
郎
博
士
、
同

捌



学法

六
．
七
年
度
に
は
専
門
部
教
授
の
常
盤
敏
太
氏
、
そ
し
て
同
八
・
九
年
度
に
は
本
学
に
お
い
て
刑
法
を
担
当
し
て
い
た
東
京
帝
国
大

学
教
授
牧
野
英
一
博
士
が
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
度
、
は
じ
め
て
「
刑
事
訴
訟
法
」
と
い
う
科
目
名
の
も
と
に
牧
野

博
士
が
そ
の
講
義
を
担
当
し
た
。
牧
野
博
士
の
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
著
書
と
し
て
は
「
刑
事
訴
訟
法
」
（
大
正
五
年
、
昭
和
一
五

年
改
訂
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
一
二
年
度
お
よ
び
一
四
年
度
に
は
常
盤
教
授
が
そ
の
講
義
を
担
当
し
た
が
、
同
一
五
年
度

以
降
は
刑
事
訴
訟
法
の
講
義
は
開
講
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
新
制
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
新
制
の
一
橋
大
学
と
な
り
、
昭
和
二
四
年
五
月
に
法
学
部
（
法
学
社
会
学
部
）
が
発
足
し
て
か
ら
は
、
同
三
一
年
度
ま
で
刑
法
講

座
担
当
の
植
松
教
授
が
刑
法
と
と
も
に
刑
事
訴
訟
法
の
講
義
も
担
当
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
二
年
度
か
ら
三
五
年
度
ま
で
、
東
京

大
学
教
授
平
野
龍
一
博
士
が
非
常
勤
講
師
と
し
て
刑
事
訴
訟
法
の
講
義
を
担
当
し
た
。
平
野
博
士
は
、
戦
後
、
わ
が
国
に
お
け
る
刑

事
訴
訟
法
学
の
発
展
に
多
大
の
寄
与
を
さ
れ
た
指
導
的
学
者
で
あ
り
、
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
著
書
と
し
て
「
刑
事
訴
訟
法
」
　
（
法

律
学
全
集
4
3
、
昭
和
三
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
昭
和
三
六
年
度
、
刑
事
訴
訟
法
は
休
講
と
な
っ
て
い
る
。
翌
昭
和
三
七
年
度
に
は
東
北
大
学
教
授
鴨
良
弼
博
士
が
非
常
勤
講
師
と

し
て
講
義
を
担
当
し
、
引
き
続
き
同
三
九
年
度
ま
で
鴨
博
士
が
、
同
四
〇
年
度
に
は
再
び
平
野
博
士
が
講
義
を
担
当
し
た
が
、
同
四

一
年
四
月
に
鴨
博
士
が
本
学
の
専
任
教
官
と
し
て
着
任
し
た
（
一
年
間
は
東
北
大
学
教
授
を
併
任
）
。
た
だ
、
刑
事
訴
訟
法
が
ま
だ

講
座
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
初
は
民
事
訴
訟
法
講
座
所
属
の
教
授
と
な
り
、
そ
の
二
年
後
、
昭
和
四
三
年
四
月
に
刑
事
訴

訟
法
講
座
が
新
設
さ
れ
て
そ
の
初
代
担
当
教
授
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
本
学
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
法
学
の
歩
み
が
名
実
と
も
に

始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
鴨
教
授
は
、
は
じ
め
判
事
の
職
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
東
北
大
学
に
転
じ
て
「
訴
訟
対
象
論
序
説
」
（
昭
和
三
一
年
）
、
「
刑
事

惚



法訟訴事刑

証
拠
法
」
（
昭
和
三
三
年
）
そ
し
て
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
技
術
と
倫
理
」
（
昭
和
三
九
年
）
な
ど
を
著
し
、
す
で
に
す
ぐ
れ
た
研
究

者
と
し
て
名
を
成
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
一
年
に
本
学
に
移
っ
て
以
降
、
そ
の
研
究
は
一
段
の
深
み
を
増
し
た
と
い
え
よ

う
。
「
訴
訟
管
理
権
」
、
「
公
訴
権
論
」
、
「
報
道
の
自
由
と
刑
事
訴
訟
法
ー
証
言
拒
否
権
」
、
「
裁
判
過
程
に
お
け
る
法
解
釈
－
法
の

勺
o
ロ
已
目
ぴ
日
と
裁
判
官
の
役
割
」
そ
し
て
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
な
ど
の
論
述
の
う
ち
に
、
従
来
か
ら
の
大
陸
法
的
、
こ
と

に
新
カ
ン
ト
派
的
な
思
惟
方
式
の
長
所
を
生
か
し
つ
つ
、
英
米
法
的
な
経
験
法
学
へ
の
志
向
を
強
く
意
識
す
る
と
い
う
方
法
論
の
深

ま
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
諸
論
文
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
な
研
究
成
果
は
、
退
官
の
年
（
昭
和
四
八
年
）
に
出
版
さ
れ
た

「
刑
事
訴
訟
法
の
新
展
開
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
鴨
教
授
の
研
究
を
さ
ら
に
み
る
と
、
と
も
す
れ
ぽ
政
策
論
が
過
度
に
強
調
さ

れ
て
き
た
戦
後
の
刑
事
訴
訟
法
学
に
お
い
て
、
基
礎
理
論
と
歴
史
的
考
察
の
重
要
性
を
説
く
姿
勢
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
そ
の
学
説
は
豊
か
な
学
識
と
鋭
い
洞
察
力
に
基
づ
き
、
す
ぐ
れ
た
方
法
論
的
基
礎
づ
け
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

在
職
す
る
こ
と
七
年
、
そ
れ
は
決
し
て
長
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
間
に
残
さ
れ
た
鴨
教
授
の
業
績
に
よ
り
、
本
学
に
お
け
る
刑

事
訴
訟
法
学
は
大
き
な
飛
躍
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
鴨
教
授
は
教
育
面
に
お
い
て
も
力
を
尽
く
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
指
導
生
の

中
か
ら
多
く
の
法
曹
人
を
送
り
出
す
と
と
も
に
、
研
究
者
の
養
成
に
も
心
を
配
っ
て
い
る
。

　
昭
和
四
七
年
四
月
、
米
山
耕
二
氏
が
刑
事
訴
訟
法
講
座
所
属
の
助
手
（
現
専
任
講
師
）
に
就
任
し
た
。
な
お
、
鴨
教
授
は
昭
和
四

八
年
四
月
に
定
年
退
官
し
た
が
、
そ
の
後
二
年
間
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
講
義
を
担
当
し
た
。
昭
和
五
〇
年
度
は
、
村
井
敏
邦
専
任

講
師
（
現
教
授
）
が
刑
事
訴
訟
法
の
講
義
を
担
当
し
た
。
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